
日時・場所 備考

4月18日

北区役所
【全体会議】

連絡会テーマ：R6年度

報酬改定による変化

５月16日

北区役所
(運営会議)

連絡会テーマ：

計画相談の担う役割

6月20日

北区役所
【全体会議】

連絡会テーマ：

フリートークでの交流

７月18日

北区役所
(運営会議)

連絡会テーマ：

支援の困りごと共有

8月23日

北区役所
【全体会議】

連絡会テーマ：余暇支援

(ﾍﾙﾊﾟｰ・移動支援)

9月19日

北区役所
(運営会議)

連絡会テーマ：高齢者

関係者機関との交流

10月17日

北区保健センター
【全体会議】

連絡会テーマ：

社会資源の情報交換

11月21日

北区役所
(運営会議)

連絡会テーマ：

地域活動支援センター

12月19日

新金岡公民館
【全体会議】

連絡会テーマ：R6年度

相談支援報酬改定

1月16日

北区役所
(運営会議)

連絡会テーマ：

ケアマネ交流会実施

2月20日

北区役所
【全体会議】

連絡会テーマ：

社会資源の情報交換

3月21日

北区役所
(運営会議)

連絡会テーマ：

R7年度に向けて
令和７年度に向けて

北区基幹の相談から見えること

事例 「ゴミ課題を抱える複合世帯」

6月全体会議の振返り、8月全体会議の打合せ

市協議会の報告、北区社協の相談から見えること

事例 「人との関わりに不安感が強い方の親亡き後」

全体会議の振返り・今後の打合せ

北保健センターの相談から見えること

事例 「つながりは求めるが支援の提案には拒否的」

全体会議の振返り・今後の打合せ

百舌鳥支援学校の相談から見えること

事例 「困り感はあるものの支援が定着しにくい児童」

12月全体会議の振返り、令和6年度のまとめ打合せ

令和６年度のまとめ

今年度の取り組み検討、6月全体会議の打合せ

令和6年度　　北区障害者自立支援協議会　事業報告

年間テーマ/主な取り組み

◎北区テーマ　【　北区の強みをみつけよう　】

〇過去にも各機関の役割を整理する取り組みはしてきたが、構成員の入れ替わりも多いため、再度確認をしていく。

　 誰のための支援であり、協議であるのかを考え直す機会ともなるように、現在の情報を共有し、相互の役割を確認し直す

　 ことで、どこで何ができるかを改めて明確にする。

〇各機関への相談の困りごとを中心としてグループワークを行い、お互いの強みを出し合い、分かり合いながら強みを見つけ

　 ていく。

協議会活動内容（毎月第３木曜日　　１３：３０～１５：００）

今年度の運営体制、年間テーマ・年間計画の検討



◎区の取組

◎市協議会への提案等

　4つの機関が関わっている「ゴミ課題を抱える複合世帯」、「人との関わりに不安感が強い方の親亡き後」、「つながりは求める

が支援の提案には拒否的」、「困り感はあるものの支援が定着しにくい児童」、それぞれの事例について、「北区の強みを見つ

ける」ことを目的として構成員が所属する①各支援機関ができる関わり、②あったらいいな、③その他意見、を出し合った。出

された意見を模造紙に貼り付けて視覚化し、振り返りながら進めてきた。

　いずれのケースも本人よりも周りで関わる人や支援者が困っている事が共通していた。事例を通じた協議を重ねることで、つ

ながりができ、多角的に視点が広がる機会ともなった。北区のネットワーク強化ができ、課題に対してみんなで取り組める区に

なりつつある。人が代わっても関係性を継続できるように、今年度の内容をベースに今後も協議を重ねていく。また、北区協議

会へ参加できていない支援機関が困り事や声を出し合えるような機会確保にも意識を向けていく。

　制度のはざまにある支援が必要とされる場面が多くある。4つの事例を通して、支援者それぞれが模索してつながりを作りな

がら制度を超える部分の支援を少しずつ担い、埋め合うことで成り立っていることが分かった。

　協議会を通して互いの強みを知り合いネットワークが強化できた北区では、今後同様の場面があっても連携が取りやすい土

壌づくりができてきたと考える。一方で先を見据えていくと、8050世帯の増加や地域の高齢化が進む中で、制度を超える支

援を必要とするケースが更に増えてくることが想像に難くない。地域のマンパワーのみで対応するにも限界が生じるため、持続

可能な制度の充実も同時に検討していくことが求められる。

　令和6年度以降も北区協議会として事例を積み重ね、支援現場の実情報告を続けていくため、地域に即した支援を検

討・実施していける地域生活支援事業のさらなる拡充が地域で求められていること、この状況は区域だけではなく市域にも共

通する流れになると考えることを、市協議会としても念頭においていただきたたい。


